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　かりて,十レジャゞブｔムと言われた時期があっ
た．全国津々浦々人々はレジャーを求めて駆け
巡９た．年末年始や，ゴールデンウィーク，夏
の盆前後の人々の動き,は「民族大移動」と称さ
れ,し日本列島にも大型レジャー¬が到来したと言
われた．東京オリン･ピックをいわぱ嘆矢として，
「もヶはや戦後は終わった」として大阪・千里で
の万国博覧会など国際的な大規模イベントも次々
と誘致され,上国民は西へ東へと走った．しかし
今日，レジャサブフムや民族大移動という,言葉
を耳忙することはめったにない．だがそれは人々
の動きが静まっ=だことを意味する,ものではない．
それは，日本人のレジャー活動が衰退したとい
うことではなく，むしろレジャー活動はより盛
んになっていると言わなければなぢない．つま
り，ブームというと一過性のものというイメー
ジがあるが，日本におけるレジャー活動（以後
単にレジャーといノうも同義とする）は今や一般
庶民の生活の中に相当程度浸透しており，こと
さらブームと呼ぶまでもない普遍的な状況になう
ていることを物語っている．
　とはいえ，日本におけるレジャサ活動がなん
の問題もなく望ましい形で進展しているわけで
もなければ，国民の間に完全に定着しているわ
けでもない．レジャーに関して様々な問題が生
まれているのも事実である.犬そこで本論では，
レジャー活動の中で大きな位置を古めるアウト
ドアレクリ耳－ションを中心として，レジャー
活勤め実態や課題等について考えていきたい．
高いレジャー欲求
　「ニュフスポーツ百科」にはニュ,－ス=ポ一一ツ
として，以下の55種目が紹介されている。十
パドルテニス,･……エスキーテニスレテ耳スバッ
ト,ノパンポン，バスケヅトピンポン。インディ
アカ，ピーチバレーボール，ソフトバレーボー
ル,ノセパタクロ，リングテニス，ラノケットボー
ル,〉フットサル。ネットボー歩，ミニバスケッ
トボ･=ルｉタ,ツチラグビー･，スピードボー片，
ユニバーサルホッケ÷，ラクロス，チェフクボサ
ル，ドッジボール，ロ¬ンボウルス，ペタンク，
シヤフルボード,レユニカー＝ル，グラウクド・ブ
ルフ，ターゲットバードゴルフ，ゲートボール;
レクリェーションクロッケー-. 14インチ・スロ･Ｔ
ピッチソフトボール，ティーボール，カンガク
リケット，フライイングディスク，綱引競技･，
カバディ，一輪車，ウォークラリウ,jダーツ，
ウォールハンノドボール↓ワンバウンドバレーボー
２
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J恥　ミニソプトテニス,上キック.べースボ２ル,▽
レクトボール，スポヽ¬プチヤンバノラ，シャトル
ボール,メノーホッケー，チヤ/レンジ=･ザ・ゲーし
ム，ラこト，ブーメデン，ネイチケー･エクスプ
ロアリング，プットバツyグ√流鏑馬バイシクルレ
ラングラウ･フ＼･スキ］√スノーピプミ∧ツド，雪
合戦，リズムなわとびりご‥‥‥‥‥　　‥‥‥‥‥‥
　レジヤ÷活動の対象としてはスポムツが大きし
な地位を占めくているが,ニ従来め競技スポニツのソ
愛好者はどうしても若い人に限定されるのに対
して，これらの土倅ｸＴ刄ポニツは年配者にも=受y
け入れられやすいものである．よ年配者のスポー
ツ欲求が高ま/りで新しいズポーツガ考え出され，
新しいズボンツはまた新たな年配者を引きりけ
る．スポ十プだけでもこのような多様化が見ら
れる，各分野で新しい活動の楽しみ方が考案さ　ノ
れ,ノレジそ一活勤め選択肢は非常に大きこな1もの上＼
になってきた.=‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ﾚ
　1996年7=月Iに総理府が実施くした｢国民生活に
関する世論調査｣ﾚによれば,寸今後√生活の,:犬
特にどのよう:･な面に力jをいれたいと思いますか｣
という質問に対ﾚして｢レジャト……･余暇生活｣∧を
あ=げる者が第二一位で36.6%を占めている庸)よこ
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活動を中心としたものに向けられている♪犬
　それだけ人･々の暮らしにおいて時間的にも金
銭的にもゆとりがで.きたことが伺える／さいらに
重要なごと/として√平均寿命が伸び√老後をい
かに有意義に生きるかということに人々が大き
な関心を寄せ始めたことも見逃せない〕.白力ヽらて
｢人生五十年｣:と言われたのが√今や､｢人生八
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1.に余暇活動を楽し
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むというよりは，「休養」重視型であり，ある
いは「フラストレーション解消」型であると言
えよう．なにか，日本人の日常の忙しさや満た
されぬ心の内面を物語っているようでもある．
　余暇時間が多いと言われる欧米先進国のレジャー
も，一見のんびり休養型に見えるが，日本と欧
米両者のレジャーには根本的に質的な違いがあ
ると言わねばならない．同じ休養型といっても，
欧米の場合は休暇が長いため，一箇所に長くと
どまって，太陽を楽しんだりゆったりチェアに
座って読書にふけるなど，ゆとりが感じられる
滞在型レジャーである．これに対して日本の場
合は，短い期間にできるだけ多くの場所を訪れ
たい，たくさんのことをやりたいという「通過
型」レジャーが多い．とりわけ海外旅行にその
傾向が顕著である．そのため日本人の海外旅行
の特徴は「短期の周遊型が圧倒的に多く，観光，
ショッピング，グルメ，スポーツ等活動的でお
金をかけるタイプ」8）ということになりやすい．
発展途上の日本の余暇
　先の「レジャー・余暇生活」に力を入れたい
という調査結果は，働くことを美徳としてきた
日本人の価値観が遊び重視型に転換した証拠で
あるが，逆に言えば，いまだ満足し得るほどの
「レジャー・余暇生活」に恵まれていないとい
うことになろう．つまり，日本人のレジャーは
発展途上にあるのである．ともかく，多くの国
民にとって，レジャーは日常的生活スタイルの
一環としてのごく普通の行為というよりは，ま
だまだ特別な場合の特別な行為という意味あい
が強いと言わなければならない．日常のしがら
みから解放されたいとか，仕事のことは忘れた
いとか，日頃のうっぷんばらしなどという風に，
仕事は仕事，遊びは遊び，日常は日常，余暇は
非日常，と両者を対極にあるものと見なす傾向
が強い．先に上げた「人の問題」とは，主とし
てこういうところから生起しているものであっ
て，後述する種々の問題行動が伴うことを意味
する．
　衣食住が十分であるだけでは，真に豊かで幸
３
せな生活とは言えない．生き甲斐は幸せを構成
する大きな要素であるが，生き甲斐の中には自
己の好みに応じた余暇活動，つまり趣味などを
持つことが含まれる．極論すれば趣味などの遊
びの世界にある時，人は生きていることを実感
し，生き甲斐を感ずる．趣味に没頭できるひと
ときのある平和な社会は，一つの豊かな社会と
言えるであろう．それも，日常生活のしがらみ
を忘れての一時しのぎのうさばらしや「いのち
の洗濯」ではなく，生活の一環としての趣味・
レジャー活動であってこそ生き甲斐につながる
ものではなかろうか．仕事と趣味・レジャーの
両者は相反するものでもなければ，レジャーは
日常から隔離された虚構の世界の出来事なので
もなく，仕事もレジャーも何もかもひっくるめ
たものが現実の人間社会なのである．
　余暇開発センターが1996年に行った調査では，
スポーツを行う目的として「健康・体力の維持
増進」や「気分転換，ストレス解消」が多いの
は当然として，高年層では「生きがいを感じる」
という項目が特に高い比率を示している．また，
将来スポーツをしたいとする人の目的としては，
「「自然とのふれあい，挑戦」「日常から離れる」
「自分の生活の充実」「生きがいを感じる」「生
涯の楽しみのひとつ」などの項目で現状より高
い比率が示されており，より個人の生活や人生
を充実させる目的でスポーツしたいという傾向
が強まっているようだ」9）と分析している．今
や多くの人がスポーツやレジャーを生活を豊か
にするものと考えるようになってきているが，
今後ますますこのような傾向が強まっていくも
のと思われる．
忙しい日本人
　日本の労働者１人平均年間総実労働時間は
1900時間であり"K 1980年代後半以降，とりわ
け1988年の労働基準法改正に伴い相当のスピー
ドで年々減少しているが, 1995年12月の閣議決
定「構造改革のための経済社会計画一活力ある
経済・安心できるくらしー」に定められた年間
総労働時間1800時間の達成・定着にはまだ及ば
４
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　1995年で何らかの形態で週休二日制適用の労
働者は96.2%,完全週休二日制は57.8%'^ 1996
年では，前者が96.5%,後者が59.3%と年々着
実に増加している夙そして, 1997年４月から
は週40時間労働制が適用されているが，一刻も
早く政府目標が達成されることを期待したい．
学校でも遠からず完全週休二日制が実施される
ことになっており，大人だけでなく子供にも自
由時間が増えることが確実に予想される今，余
暇活動の重要性はますます高まっている．
　なんといっても，レジャー活動にとって一番
大きな意味を持つのは自由に使える余暇時間な
のであるから，労働時間の面でも欧米先進国の
1600時間内外に追い着いてほしいものである．
そうでなければ，日本人にとってレジャー活動
は相変わらず「休養」，「疲労回復」，「気分転換」
の域に留まり，「自己実現」を図る主体的活動
へと質的転換を遂げるのは難しい．総理府編の
観光白書でも「国民が生活の中で真の豊かさを
実感できる社会を実現していく上で，労働時間
短縮の流れを確実なﾉものとし，更に自由時間の
拡大や，その利用における選択肢の増加などを
図っていくことは今後の我が国の重要な課題の
一つ」14）と述べられている.
　＼近年，中高年のJ登山ブームと言われ，身の回
りにも山歩きや自然散策を楽しむ人が少なくな
いが，そういう人の多くがヒマラヤやアルプス
のトレッキングに行きたいとの願望を持ってい
る．その人たちが口をそろえて言うのが「金は
なんとかなるけど，時間がねえ」である．退職
して時間はできたが，今度は体力がなくてやは
り行けないということにならないためにも，労
働時間の短縮，自由時間の増大は重要問題であ
る．
レジャー活動としてのアウトドア
く中高年の登山ﾌﾟｰ･ムを引き合いに出すまでも
なく，アウトドアレクリエーションを楽しむ人
口は極めて多い．余暇開発センターの調査によ
れば，「余暇に求める楽しみや目的」として，
先述のよ寺に「心の安らぎを得ること」が59.1
　％，「友人や知人との交流を楽しむこと」が57.8
　％で１位に3位を占めるが，５位に「健康や体
力の向上/をｿﾞめ宍ざすこと」, 7位に「自然に触れ
　ること」√ﾆ8･==･位
　とある．こ∇の三つを「健康・自然・教養」とい
　うキーワーニドでまとめることにするが，それが
　自ずと向か宍うjどころがアウ下ドア活動であると
/言えよう∠ﾉ…………　　　……△
　　年をとって健康や体力に自信をなくしつつあ
　る人々はに何かしら運動をしなければと思う．
　けれども競技スポーツはやったことがない，あ
るいは若い時ﾚに=〕はやったがト今さらそんな激し
　いことはで:きないという人が多い．そういう人
　が目をつけるのが，他人との競争がない，特別
　な技術は不要で簡単にやれそう，マイペースで
やれるといレう山歩きであづてなんら不思議はな
ダい．今では√冲高年にとって最も望ましい運動
　は歩行であるｿと言われるようになり，歩行の延
　長として山歩きが注目されるようになったとい
　う理由もあろうじ多くの場合，スポーツは激し
犬い運動を伴丿言疲れたから）といって自分の都合
　で勝手に休憩することはできない．対戦相手が
　いるから手を抜くこともできない．勝負となれ
るを得ない。こうしてどうして
ょこれに対して山登りの場合は，
るには違いﾄないが，他人と競争
する必要もjなければルールで登り方や使用する
道具が規制されているわけでもない．疲れない
ようなｽﾄﾋﾟ≒∧ドで歩き，それでも疲れたならば
いつでも休めばよいというまことにマイペース
に撤した運動である．
　しかも山歩きは，自然との触れ合いができ，
さらにそのことによって野生動物や草花に関す
る=知識√ﾉ地質や気象に関する知識を身につける
などの知的:興味に訴え名側面を持つ．まさに
「健康・自然/･教養」欲求を同時に満たしてく
れる一一石三島の行為である．余暇開発センター
の調査に=よれば，スポーツ,を行う目的として，
年層で高い比率を示して｣16'いるという結果が
出ているのも当然と言えよう．
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　もう一つ付け加えるならば，レジャー活動と大
して参加希望率の最も高いのは国内観光こ旅行
(75.7%)であり万，潜在需要率では海外旅行
(35.1%)"'である．つまり旅行に対する欲求
が強い゛のであるが，山歩きを始めアウト‥ドアレ，
クリエーションには日常生活圏から離れるとか，
未知の地を訪れる宍とかの旅行的要素も強く，い
ぐつもjの欲求に同時に合致するものである点も
見逃せない√……………　………Ｉ　　ニ　ト
　よく言われる生活環境の都市化や労働条件の．
質的変化という要因も人々を海・川や森林･/野
山へ引きつける.＼ｶヽつて，屋根にカヌーを取り
つけた車を見かけるのはごくまれであったが,ニ
ここ数年すっかり見慣れた光景となうてしまっ
た.＼今やカヌー=はアウトドア活動の象徴的地位
にまで登り詰めた七言って過言でないほどにポ
ピュラーなものとなった..‥‥‥　　　　‥‥‥‥‥　‥‥‥
　道路事情の発達と車社会の進展はオｒトキャ
ンプという新しい形のキャンプを促進させた．
都市近郊の川原でも√いろ＼いろな形，色彩のテ，
ンドが見ちれる.……もっ七も大概，ほとんど夏の
みに限られる=が.し用具使用=に関してルールなど
による規制のないアウト・ドア活動ではいろ=いろ
な道具が考案されているが，釣具店jはもとより:
ホプムセンタサまでも：が√アウノ=トドア用晶全般
を取り扱うよう,になりﾉ.今でに
ムセンタ≒の方が販売量が多いのではな.いかと
思われるほどになっている.こヤ昔かせいぜい二
昔前まではに一部の専門的趣味を持つ人が使う
ものと見なされていた道具,〉あるい=は新しく考
案された便利で魅力的な道具が誰の手にも届ぺ
ようになづたことも大きぐ影響して,∧いよいよ
アウトくドア活動が浸透しつつある．　　……………
　1996年８月に総理府が行った｢自然の保護と
利用に関する世論調査｣によると，自然につい
てどの程度関心があるかという問いに対して,ﾉ
｢非常に関心がある｣が27,9％,丿どちらかと言
えﾉば関心がある｣/が55.5%,合計で83.4%とい
う高率を示している√そして自然に関心を持つ
ようになったきっかけとして上げている項目で
は，｢美しい風景のあるところを旅行してから｣
(46.0%),｢開発によって自然が失われていく
５
様子を見聞きしてかち」(45.2%),「子供のこ
ろから動植物が好きだから」(23.2%),「登山
やハイキング，キャンプなどを七てから」レ(21.1
％）などが高い比率を得ている18）レ　犬っ
まjた，レクリエーションなどで自然の多いと
ころに出かけた目的として，「美しい自然の風
景を楽しむため」(32.0%),「登山，ハイキン
グ，海水浴，森林浴√キャンプなどを楽しむた
め」(30.3%卜「自然の中で休息するため」(21.2
％）しなどの項目を選択している19トこのような
こと,から，多くの人が自然とはまず風景が美し
いものであるとと＼らえており，その美しい風景
に接したいと考えていることがわかるレ　=……
　参加人口増大がもたらす諸問=題　　　ト
　アウトドア活動人口の増大自体は大いに好ま
しい現象であるが，参加者数が増えるにつれて
否定的側面も見られる．例えば道具の普及の点
で言えば,丁長らく専門.的に実践してきた人が持
たない数多ぐの便利な道具を，初心者が取り揃
えているのを見て違和感を感じるという面もあ
る．少ない道具でもって工夫を凝ら/していたも
のを√今は道具に頼って済ませてしまうのであ
る．道具の発達.尚普及は特別な訓練……･jj･技術を持
たない大の参加を容易にするという効用を持つ
反面√=日常生活スタイルとは一線を画していた
単純素朴なアウトレドア活動を,コ文明の利器に頼
る日常生活と大差ない複雑なものに変化させた.
　∧一番大きな問題は従来細々と受け継がれてき
た技術･l流儀・７ナこなどが，Ｔ気に流入して
=きたいうなれば不特定多数の人々には伝達継承
されることがなく，しばしば非難される種々の
モラル上の問題を生み出す原因と/なっている点
である．　　　　　　　　　　　十　…………＼
　我が国にはアウトヘドア活動を含めてレジャー，
レクリエーションに関するきちんとした教育体
制がない中，特別難しい技術や知識を要求され
ないアウトドア活動は誰でも簡単に始めるごと
ができる.大小グループ同士，見よう見まねで実
施しているのが実情であるlと言jえようｙ体系的
知識や技術を知らないまま実施しており，個々
６の価値観やマナー)も多様で,＼マナーの悪さが指
摘されるごとも多い．▽ト………==　　………:
　高知市近郊の河川敷にある某キャンプ場は夏
の間大いに賑わうレ家族連れや小グルヤプが午
後やって来てテントをレ張カレ夜は炭火を囲んで
バーペキユこｰとビール√翌日は水遊びをﾄして午
後引き上げるとい:うのが一般的パタ十ンで,ﾉ長
期滞在する人はい.ないレ長期滞在七/ようにも,＼
近辺に遊ぶ対象は少なく川遊び以外するﾚことが
ないし,六日市のテント内は暑く/で昼寝もできな
い√屋根付き炊事棟はなく,つ雨が降らたら薪で
の炊飯はお手上げで,レ何1日も滞在すれば雨に降
られること.もあろうかち，そもそも最初から長
期滞在向/きのキャンプ場ではないト高知県のキャ……=y
ンプ場はたいてい大同小異であまり条件はよく　∧が4=
ないのだが,▽それはともかぐ以前８月半ばすぎ………う1.1万一=j
に訪れた時;こういう問題があうた．キヤレンプ……=………術………;=･
--=　･--　　㎜㎜　－　　＝･=　＝　　■■　　　　　　■　　■　　　　　　■
場一帯に異臭が立ぢ込めてい:たのである.ﾚそれ
は鼻をつく=臭いで，長らくその場にい卜るのが我
慢できないよ∧うな悪臭であづたレ詳しく調べた
わけではないが，その悪臭の原因は次のﾉような
ものではないかと推察した．十．　〉･･．　・･･
　夜，ぱとんどの大人は飲酒する√解放感に浸心
てつい飲み過ぎがちになるのが普通である｡こそ………::……
の結果,ニ嘔吐する人がかなり出名｡それは人々十二
の輪から少こしだけ離れた場所でも=どすことにな…………
る．こそ=してまた，ビ二ルを飲んで所構わず放尿
する．トイしレが少ないという問題:も多少かかわっ
てはいるか，飲酒者は下イレがあろうjがなかろ
うがどこでも排泄するのが常である．こjの吐鳴
物ど小便とが悪臭の二大元凶で,＼さらには，バー
ベキューの後を充分片付けないyまま√あるい:は
残飯をそのまま捨てでいく人もいてにそれらが
合わさづﾚてなんとも言えIない異臭を生み出すの
ではなかろうか．　　　　　　ト　し　　＼
　もうふう身近な例として四万十川流域キャン………
I.……ﾔ(･
プ場で問題となった地元の困惑を新聞記事から十万………j=jj次=
紹介しよう．
　｢村役場職員や地区長らに聞ぐと，………もちろん……………」･｣=･1=と･｡=
一部の観光客でぱあ゜る:が↓ﾀﾞひ･どい例:も多いレ……………j:万
｢夜中に酒を飲んで大騒ぎするわ√打ち上げ花し｣:｡………｣万
火を上げて爆竹を鳴らすわ｣↑ゴ今は分別せず,ニ＼…………j
:ｿﾞだ=』｣……
…
とwう問題や,犬｢地元を
ダドイ……=レ問題だj･……ｿ(･.゜.中略l)＼夜に
二個人φ畑で用を足す人が相次
t…………し
I
で1,騒音ｿｹ･==:ｺﾞﾐ==△.:=/==し尿問題の
め河原ぺめ乗り入れもﾄ深刻｣2o)
9橋さ=れている尚.犬サ方では，地
lな万じみ宍の常連客：がマナーの
ぐゾれたノり＼と√ｿﾞずいぶん改善さ
J利用上のルトルや規
ぢん：と
ノしたレキヤンプ場を
・.t･･･-､●.●~.･■.･.－■■　　.--.●
られるはず
摘をする人もあ
ナーの箕題である
から来るのであろ
(とﾉ受け継がれてきた技
jl受け継がれていないと
よﾚな……し=･ゝ･･力ヽ考丈てみよう．
ツたと＼はいえ√多くの人
ｶﾞｹとﾚばなづていない．旅
巨ﾉに十度か二度め「特別
ごﾄ「÷点豪華主義」的に
ごになﾚりやすい．ゆえに
に食住など日常的な事柄
忿銭感覚が伴うことにな
;＼とレであればレブ回一回
ﾆ簡素にや=るよう工夫す
終会とあれば,ﾚそ:のよう
札ﾝ……そめ結果無礼講的に
ITとになる⊃夏のキャン
く騒=ぎで,＼さ=ながら小宴
鴛放吟√挙げ句は深夜に
と大会となごるしこどもある．
み所へ何度も訪れるので
√できる=だけ丁寧に使っ
y=j気持ちが生まれようが，
1石いはﾚも……う二度と来な
どか＼「立や鳥跡を濁=さず」
いのかもしれない．
アウトドアレクリエーション・レジャーをめぐる問題点（大森）
特定時期の混雑と割高なレジャー経費
　年間を通じて何度もキャンプを行うのが普通
になれば「無礼講」は減少するであろうが，ま
だまだキャンプは夏だけのものという固定観念
が強く，秋や冬にキャンプをすると何か珍しい
ことをしているような目で見られるのが現実で
ある．この：ようにキャンプは圧倒的に夏のみの
活動であるが，キャンプに限らず特定時期に特
定場所が混雑するというのが，日本のレジャー
の実態である．例えば，国民のレクリエーショ
ン旅行回数を月別に見ると８月と５月が高く，
特に夏休みのある８月は年間旅行回数の16.9%
を占めている22)人出そのものは８月が一番多
いが，混雑度の点では５月の方がより高い．言
うまでもなくゴールデンウイークに集中するか
らである．欧米先進国のごとくバカンスが一ヶ
月以上もあれば人出は分散されるのだが，日本
では特定時期つまり短い夏休みやゴールデンウィー
クという数日間に，いわゆる有名地に人々が殺
到することになる．
　なお√レジャーにおいては金銭感覚が変わっ
てしまうという点で，日本人が最も憧れるレジャー
である海外旅行においては，「日本人の高級好
み」23）という指摘があるのもその好例と言えよ
う．なにしろ一回あたりの平均日数は「ここ数
年８日程度で推移」24）と短く，しかも一生に一
度かあるいはよくて数年に一度の海外旅行とな
れば,し金に糸目はつけないという気持ちにもな
ろうというものである．海外旅行に限らず，国
内旅行においても「割高な価格水準」25）にある
など，生活全体から比べると日本人のレジャー
費用は諸外国より高めになっている．レジャー
施設や観光地へ行けば，自動販売機の清涼飲料
水の値段が高く設定されているのが普通で，そ
れに対してさしたる非難もなく，多くの人が
「観光地だからこんなもの」と考えている．受
け入れ側にしても，特定時期には黙っていても
人がやって来ていろいろなものを買いあさり，
様々な施設を利用するのであるから，強気の商
売ができる．逆にシーズン以外や平日はあまり
７
人が来ないのだから，稼げる時にできるだけ稼
ごうということになって必然的に高めの価格設
定となるのである．客の側はそういう事I青を知っ
でか知らずか，ともかく遊びは多少高くついて
も仕方がない=という感覚が支配しているように
思われる．
　もう一勺，割高な価格水準となっている理由
どしで，日本独特の習慣としてレジャーが｢接
待万(ゴルフ，旅行，演劇等)，役員や従業員の
福利厚生，冠コｙサートなどの広告宣伝という
形で｣:職場と強く結びついており，｢サービス
料金が交際費から支出される場合，個人の生活
実感からかけ離れた水準のサービスが消費され
る｣26)など，消費者本人が直接コストを負担し
ないために料金が高くなるという指摘もある．
　特定時期に特定場所が混雑する問題の解決策
の一つとして，休暇の分散化を進めることも効
果的であろう．例えば，ドイツでは｢各州ごと
に企業及び学校の夏期休暇をずらして｣いると
いうし，フランスでは，｢学校の冬季及び春季
休暇について国全体を３つのゾーンに分けて｣
おりレアメリカでは｢学校ごとに休暇を２週間
程度ずらして｣27)いるそうである．
アウトドアと自然
　アウトドア活動ではアウトドアライフを楽し
み，自然体験をすることができると言われる．
そして文部省などが生涯学習，体験学習を唱道
するようになったことも，人々のアウトドア活
動に対する関心の高まりに相当程度影響したと
言ってよかろう．それはともかく，ここで言う
アウトドアとは戸外全般という意味ではなく，
自然と同義として使われている．そして人は簡
単に自然と言うが，では自然とは一体何かと問
われるとはっきり答えられる人はまずいない．
観念的には何も疑念のない言葉であるが，その
意味するところははなはだ多岐に渡り，自然の
定義を一言で言い表すのはとうてい不可能であ
る．であるからここでも自然は生きた存在であ
るということだけを強調しておこう．すなわち
美しい水，美しい空気に包まれ，人工騒音や悪
８　　　　＼∇　　　し　○高知大学学術研究報告……
臭がないといういうのは自然本来の姿であると
言えようが／それだけでなく，＼づまりいわば無
??
機的な世界な=のではなく√しいろんな野生動物が……J:･ﾉﾉが
住みj，森では樹木が生き生き育って小烏がさえ　／眠ﾉ
ずり，草原に,は色とりどりの花が咲いている,………=1万Tjlj万
／　ｙ．ｊ　････’ ．･　¬　･●　　゜･　■‾’ 〃’　　　　　　♂　･･　・　･･
そういうも○が実際の自然なめTぐあ乱‥要する　＼＼＼万･=ヤ1万一あ，
に･,ﾚ動裾
の領分を守=りながらj,……バランズよ尚く:存在して全十………宍
体としで大き=:な連鎖をなしているのであるレそス………
のような多種多様な無数の生命が溢れでいるの十…………j
が自然どいﾚうコもめであ:り√上まさ七く生きでいる………=万
からこそ自然であると言わねばなづらな（いトそし…………
て以前身近に見られた小鳥や昆虫があまり姿を　〉
現さな1くなう=だ時／人は自分たちの生活環境が＼＼
悪化したと言い，奥山の野生動物=や植物が極度‥‥‥万万
に滅少した時，人は自然破壊が進んだと言うj………J
人間が地球に現れるしまで√地球ぱまるごと自然十……=
であったレだが入間は自然に働＼きかけ√自然を…………
作り変えで今日め地球の姿に至づたレぞれゆえ
環境問題jのほとんどすべでは人間が存在するこ
と自体に起因する。では／人間はなんめために
自然を作り=慶えてきたのかについてはひとまず
おくとして｡△そういう意味で人間が出現するま
◇をJ覚
∧詞ﾕj;と=
ヶyjで も1
での地球こそ:は最も豊かな自然そのものであっ　……ﾕ.･==ylj一白･=
た．地表は緑におおわれ,＼小鳥が飛び交いさえ……＞な
ずり，獣が時折姿を見せ，足元には美しい草花…………;..･:木
が咲き誇り√人工的騒音や異臭はなく空気はさ
わやかで,=＼小川を流れる水は澄みきらているに
ぞのような場面に出くわ七だ時，人は豊かな自
然を実感する.し砂漠のただ中で自然が豊かであ
ると感ずる人はまずいな/いであろうl〉そこに
れ果てた自然である．豊かな生命があって/こそ,=
人は自然を感ずるのであろう．ダ　‥‥‥‥‥‥
　人はそのような自然の迫力や美しさに感動仏
時としで訪れる天変地異の猛威に恐れおののぐ．
自然から受ける感動や畏怖の念が人間精神を培
い，人は自然に対して抱く強い諸感情・感覚奇
なんらかの形で表現しようこと＼した.¨それが歌，
踊りこ詩,ﾀﾞ･絵図等として反映されたレこ自然は人
間に無限の創作活動の可能性をもたﾉらし，ごう
して多くの芸術を生み出す元とならだレこのよ
うな豊かな=自然に人は引きづけられる.万とりわ
た現代人にあって，自然
願望/は強いこ.十それは人間
人陽に発達した/という点
√本能と:でも呼ぶべきも
しし……ぐ,j……人類史:の追体験28)
ﾉに分け人心二だ時レ人は自
ぜるﾉばかり∇でなく∧美しい
ｿを奪=われ√森の神秘さを
考ﾉに耳を傾=けるレ大空と
]みﾉぎﾉづ:た水レ風めそよぎ
壮人め心め奥深く訴える
よ=らす人は感動と=ロマン
仙岳自然が待ち受ける幾
頂に立つ行為や,‥未知の
く行為=は人々=に冒険心と勇
興奮がさ=有なる楽しみと
j‥で人々ﾚはそのような行為
こである．……万
=れjた風景=に心の安らぎ
釘トはト｢自＼然｣ニの代名
石ﾉが,∧その緑とは言うま
あ石レ特に森林は豊かな
来√ﾉ人間は森林から様々
ﾌ中でも日ﾚ本1は世界有数の
]して√森林なちびにそれ
なつなが万り:を結んできた．
可欠なjもｿのであゐが，そ
=示すバロメしターとも称
じかあぐる:.1=………また,:人間は火
耀=的:に発達を遂げたと言
で起こした火は恐らく木
ﾉうに,………木がなしけれ=ば人類は
ｿとﾚは=できなかうたに違い
ﾝ間生活の重要くな原点の一
体:毎に太古よ宍り人間と深
万々木であるか=らこそ，す
宍引ﾉきTうける不思議な力を
=考ノえるレ　‥尚　ト
アウトドアレクリエ･－－ション,レレジャーをめぐる問題点し(大森)
本物の自然には近づけない
　だが人々の願望に反して，自然は容易に人を
近づけさせない．登山は数あるアウトドア活動
の中でも最も自然と間近に対峙する行為と考え
られでいるが√一般的な登山形態は登山道を歩
くことであって，道がなければたとえ裏山であっ
ても頂上にたどり着くのは極めて困難である．
砂漠の真っただ中へ車で乗りっけるのは不可能
で，何日もかけて厳しい気象条件の中を歩いて
行かねばならない．草木が生い茂った中ではテ
ントを張ることもできない．つまるところ，本
物の自然には人間は近づけないのである．必ず，
人が近づき利用できるよう何らかの人工的措置
を講じなければならない．小は一本道の登山道
から，大は草木を一掃した広いキャンプ場や屋
根のある宿泊施設,J休憩所やトイレを設置しな
ければならない．それのみならず，活動エリア
ヘのアクセス道路や駐車場も敷設する必要があ
る．こうして一種の観光開発がなされることに
なる．その結果，自然が大規模に改変されるこ
ととなり，どこまでが必要不可欠な開発なのか，
どこからが自然破壊なのかという難しい問題が
発生する．　　　し
　自然と触れ合おうと欲する人が多ければ多い
ほど，自然は人工の手を加えられ変化させられ
る．こうして人は自然に近づこうとすればする
ほど自然から遠ざかるというパラドクスを生じ
ることとなる．だからこそ，自然との接し方が
問題となってくる．現代のように，車に依存す
るレジャーが主力であれば，訪れるべき範囲は
ますます限定されてしまう．再度，拙稿「アウ
トドアと歩行」で述べた「人間が本当に自然と
接するためにはできるだけ人工の力に頼ること
を避けなければならないことが理解されよう．
それは第一に歩くことが基本となるべきではな
いかということである．歩くためには細い一本
道があればことたりるし√やたらと文明の利器
を持ち込むことも制限される．なにしろすべて
を自分の腕か背中で運ばねばならないのである
から」29）ということを強調したい．
アウトドアの今日的環境問題－ゴミとし尿
9｡
アウトドア活動において上述のパラドクズは
不可避の問題である．人が来れば必ずそれに見
合う受け皿を作らねばならないわけで，様々な
施設・設備整備がなされた．当然大規模な土木
工事は自然破壊として問題視された．しかしそ
の他にも当初は大して重要問題と考えられてい
なかった事柄だったのが，今日では関係者の一
大関心事となっているというものがある．それ
は山のゴミとトイレ問題である.‥ゴミ問題はそ
もそもは美観上め不快感として始まったと言え
よう．排泄物にしても，美観や不潔さという点
で問題とされるのがほとんどであった．とこjろ
が登山者数が桁違いに増えた現在，それらは単
なる美観や衛生といった主として人間の感覚・
感性に起因するような問題だけでは済まなくなっ
てしまった．　　　　　　　　　　　△
　山からゴミを持ち帰ろうという運動が始まっ
て二十数年になる．高知県では1970年ころから
山に放置されたゴミを持ち帰る「清掃登山」が
始まったレ1975年には「三嶺を守る会」∇が結成
され√三嶺で清掃登山を実施し今日に至ってい
る．同じころ日本勤労者山岳連盟が全国的な規
模で清掃登山に組織的に取り組むようになった．
今日，日本勤労者山岳連盟の主導のもと６月の
環境月間を中心に，全国で一斉に清掃登山が行
われている．当初，ゴミ持ち帰りは大多数の登
山者の支持を得られる主張ではなかった．とり
わけ冬山登山などでは，ゴミは一斗缶に詰万めて
谷底へ蹴落とすのが「正しいゴミの処理法」的
な風潮が支配的な時代であった．このようにゴ
ミはそのまま捨てるのが普通でごよくて燃やす
か土中に埋めるのがせいぜいであった√
　折しも√山小屋でも不燃物や生ごみは土中に
埋めていたが√元来山岳地帯は地表は土であっ
てもすぐ下は岩盤という所が多く,尚次第に掘る
ことができる場所がなくなってきて悩みの種と
なってきた頃であった.=そういう坤で登山者の
間にもゴミに対する関心が高まり始め，遂に今
や，ゴミの持ち帰りはすっかり登山者の常識と
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ろすなどしており，かなりの程度改善されてい
るが，それ/と比べるとトイレ問題は改善に向け
て着手されたばかりの状況にあるレ登山者のモ
ラルに起因する面もなく土はないがレ人間の生理
的現象であるだけにモデル☆マナーだけで解決
できる事柄ではなく,犬必ずトイレを設置しな｡け
ればならないのであるから∠よ＼りﾉ困難な問題で
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山小屋関係者や自治体,ニジヤーナリレス：ドなど約
五〇〇人が参加した？）ことや，北アルプスや
鳶首秘(……j･その結果としてレ
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動が日常生活の中に組み込まれたごく普通の行
為となること，自由な発想で低費用のレジャー
が楽しめるような環境が整うこと，自然との接
し方に関して本質的な問いかけがなされること，
レジャー・レクリエーションに関七て，国民へ
の啓発・教育を行う公的な働きかけがなされる
ことなどを期待したい．
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